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第１０５回テーマ： 

こうべ森の学校の 

歩みと展望    
講演内容講演内容講演内容講演内容 
●●●●六甲山六甲山六甲山六甲山ははははハゲハゲハゲハゲ山山山山だっただっただっただった    

●●●●市民市民市民市民、、、、行政行政行政行政、、、、企業企業企業企業、、、、協働協働協働協働のののの

森森森森づくりづくりづくりづくり    

●●●●次世代次世代次世代次世代にみどりをにみどりをにみどりをにみどりを    

プレゼントプレゼントプレゼントプレゼントするするするする    
    

 

と伊藤ハムの提携で支援体制が整い、２００３年に「こう

べ森の学校」が発足しました。４年目にログハウスの建築

に取り組んだことが契機になり、ボランティア活動が活況

になりました。森の手入れの様々な活動が盛んで市民との

交流も図る発展をしています。 

 そして「次世代にみどりを 

プレゼントする」で、地道な 

仕事の実態や、生物多様性の 

保全へのつながり、「繰り返 

し森に来る子どもを増やした 

い」という願いを語られまし 

た。参加者は誠実さのこもっ 

た熱弁に共感しました。 

こうべのこうべのこうべのこうべの森森森森づくりのづくりのづくりのづくりの発信基地発信基地発信基地発信基地 

 市民、企業、行政、協働の森づくりが順調に確かな歩み

をしていることを実感しました。今回は森づくりの同志と

いう気持ちを味わいました。神戸市民から森の担い手が輩

出する拠点になってほしいと期待します。 

※※※※詳詳詳詳しくはしくはしくはしくは、、、、１１１１・・・・２２２２ページページページページをおをおをおをお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。    

実施日：平成２３年１２月１７日（土） 

     午後１時～ ３時３０分 

場  所：六甲山地域福祉センター 

 

六甲山六甲山六甲山六甲山はははは今年一番今年一番今年一番今年一番のののの冷冷冷冷ええええ込込込込みみみみ    

今回から神戸市立六甲山地域福祉センターに会場を移

します。早朝の六甲山は－８℃の寒さだったとのこと。快

晴に恵まれ、１０時のガイドハウスは０℃、ボランティア

１０名が集まりました。散策路の植生観察、調査区の観測、

そして杉の人工林の測量を行いました。午後の市民セミナ

ーに１８名が参加し和やかな雰囲気で進行しました。 

「「「「市民市民市民市民・・・・企業企業企業企業・・・・行政行政行政行政」」」」協働協働協働協働のののの校長先生校長先生校長先生校長先生 

講師の東郷 賢治さんは、「元校長だったから」と推され

て「こうべ森の学校」の代表になられて４年になります。

「私がひっくり返った時のピンチヒッターが３～４人い

る。事務局も運営のことはやってくれる」、「私は疎いの

で、そらええやないか、と言うだけ」と、冗談めかして笑

顔で話されました。 

行政主導で始まり特定企業がスポンサーになり、自由参

加の市民が実践する活動は、思惑や利害も輻輳しがちです

が、「こうべ森の学校」は参画者それぞれの良さが相乗し

ています。自然体の東郷さんの持ち味が反映しています。 

市民市民市民市民参加参加参加参加のののの森森森森づくりのづくりのづくりのづくりの先駆事例先駆事例先駆事例先駆事例    

「忌憚のない議論」を求められたので期待に応えたいと

前置きされ、子ども時代から馴染んでき再度山、修法ケ原

の様子、森林整備事務所との関係を説明されました。 

冒頭は「六甲山はハゲ山だった」と題して、明治２０年

の陸軍測量部作成の地図を基にした再現図で、緑の林地の

少なさを強調されました。そして、本多 静六林学博士の

植林指導、さらに六甲山のリゾート開発に触れて、六甲山

の地質問題の危うさを指摘されました。図表や写真を使っ

た簡明な解説で、治山治水の歴も辿ることができました。 

続いて本題の「協働の森づくり」のお話しです。２００

２年の「六甲山緑化 100 周年」の市民懇話会で、市民、

行政、企業が連携した森づくりが提言されました。神戸市

 

 

こうべ森の学校の産みの親は、元・ 
森林整備事務所長の高橋 敬三さんで 
す。六甲山の登山道の管理や、森林の 
保全整備に力を注がれました。当会が 
環境整備活動に導かれたのも、高橋さ 
んのお陰です。第３回市民セミナーで 
は「六甲山の森づくり」を語っていた 
だきました。大変残念なことに、平成２３年１０月２３日
に永眠されました。六甲山の森づくりの先達の偉業に感謝
し、心からお礼を申し上げます。（堂馬） 

 

高橋敬三高橋敬三高橋敬三高橋敬三さんさんさんさん、、、、ありがとうありがとうありがとうありがとう 

講師講師講師講師：：：：東郷東郷東郷東郷 賢治賢治賢治賢治さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
1936（昭和11）年神戸生まれ、75 歳。少年

の頃より再度山周辺をフィールドとする。

36 年間余り小学校、養護学校に勤務｡

1996 年退職後、障害者福祉と取り組む。

2002（平成 14）年市民参加の森づくりに参

加。2010 年、「都市政策」１月号(都市問題

研究会発行142 号)に報告をまとめた。 
 

 

講演講演講演講演時時時時のののの高橋高橋高橋高橋さんさんさんさん    

再度山再度山再度山再度山とととと修法修法修法修法ヶヶヶヶ池池池池    

““““ふるさとのふるさとのふるさとのふるさとの山山山山    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの

緑緑緑緑をををを育育育育てててて    次世代次世代次世代次世代にににに継承継承継承継承しししし

ていくていくていくていく””””    

 

森森森森のののの手入手入手入手入れにれにれにれに向向向向かうかうかうかう人人人人たちたちたちたち    


